
日本の中央に位置する古手土
日本の中央に位置し、「日本のへそ」といわれる生島足島神社。県内では諏訪大

えんぎしき

社と並ぶ古社で、平安時代に編さんされた『延喜式』にもその名が記されている O

中世以降は武田氏や歴代上田藩主の崇敬も厚かった。

祭神は、日本の国ができ始めたころからわが国を守ってきたといわれている、生
しなののくにのみやっこ まつ

島神・足島神というこ柱の神様。その昔「信濃国造」がこの地に杷ったと考えられ

ている O その信仰の対象は「大地」であり、また神社は池の中の島に杷られ、「池心
みやしきえんち

の宮式園池」という極めて古い庭園様式をとっている O
しんきょう

本殿の前には二つの橋が架けられている O 一つは「神橋」と名付けられている朱
せっしゃ

塗りの美しい橋。本社と向かい合うように建つ摂社諏訪社本殿から、「お龍り祭」

と呼ばれる神事の際に諏訪神がここを渡る O もう一つの橋が一般の参けし、者が渡る

橋になる O

この生島足島神社が一年でいちばんにぎわうのは「お正月」。また「節分」にも

多くのかたが訪れる O 今年も、多くの参けし、者が初もうでに訪れ、一年の健康と幸

せを祈っていた。

シリーズ

4 神橋lまか生島足島神祉(下之郷)... 
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-上田市役所(固⑫4100)
問(困@4100)
・市政提言電話(固@2539)
・市政提言FAX(困③5111)
0 ・市長への電子メール
mayor@city.ueda.nagano.jp 

)> ・インターネット上田市のホームページ
URL http://www.city.ueda.nagano.jpj 
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-農業振興のために重点的に取り組むべきこと
①有機栽培など安全な農畜産物の生産 (20%)②農業後

継者の育成(15%)③産直制度や観光農園などによる地場

産品の販売促進(12%)の順となっています。

-今後の商業のあり方について
男性では①中心市街地商庖街を中心とした商業活性化

(16%)②地元商業者の自助努力(13%)③高齢者社会に

対応し、自宅から徒歩で買い物が可能(12%)の順で、女

性では 1位③(18%)、2位が①(14%)、 3位がサービス

向上 (13%)となっています。

若年層では郊外へのショッピングセンターを望む声が 2

{立となっています。

-工業振興のために重点的に取り組むべきこと
①魅力ある企業立地環境づくりや積極的な企業誘致

(19%)②市民生活に密着した地場産業の育成、新製品の

開発や販売ルートの開拓(18%)の順となっています。

若年層では創業支援やマルチメディアを活用した新産業

育成、 50歳代からは地場産業育成への期待が大きくなって

います。

-少子化への対策として力を入れていくべきこと
o 10 15 20 25 

延長保育 ・一時保育など保育サービスの充実

乳幼児医療費補助など経済的負担の軽減

雇用の場づくりや住宅確保など若者の
定住策の整備

子育て相談・子育て支援センターなど
子育て支援の充実

男女が協力して生活する男女共同参画社会
への取り組み促進

雇用機会、労働条件の改善など女性が働く
環境条件の整備

団体・グループ活動など出会いの場づくり

20.5% 

17.4% 

18.6% 

男性では①乳幼児医療費補助など経済的な負担軽減②

雇用の場・住宅確保など定住策整備③延長保育・一時保

育など保育サービス充実の順であり、女性では l位に雇

用機会・労働条件改善など女性が働く環境条件の整備、

2位には③、 3位が①となっています。

• -安全で快適な交通体系をめざして重点的に進

めるべきこと
①渋滞緩和のためのバイパスや道路拡幅整備 (19%)②

高齢者や障害者が安心して歩ける道路の整備(18%)③生

活関連道路の整備 (12%)の順となっています。また、 60

歳以上の高齢者では②が 1位となっています。

・観光振興のために必要と思うこと
「道路や案内標識・駐車場の整備」、「既存観光資源の見

直し・整備」を必要と挙げる人が多く、女性では「サービ

スや親切な対応」、若年層では「地域イベントやコンベン

ション誘致」に関心が高くなっています。

-生涯学習環境の整備で望むこと
①スポーツを楽しめる機会の充実 (22%)②公民館・図

書館・博物館など社会教育施設の整備・充実 (14%)の順

となっており、女性では各種学級・講座の開設の要望が高

くなっています。

-子どもたちが心豊かに育つ条件として必要なこと
①遊びゃ ボランティアなどを体験する機会の充実

(16%)②悩みを抱える子どもたちゃ親の相談体制の充実

(14%)③身近な自然環境とふれあい、環境への理解を深

める機会の充実(14%)の順となっています。

-高齢化への対策として力を入れていくべきこと

年金制度充実に向けての働きかけ

介護保険サービスの充実
(介護保険制度の適正な運営含む)

高齢者福祉施設の充実

高齢者が働ける場所の確保

高齢者が行動しやすいまちづくり
(バリアフリーなど)

趣味や技能など生きがい対策の充実

世代間交流の促進

老人クラブなど高齢者グループの
育成・強化

ボランティア活動や地域の
助け合い活動の推進

O 

その他110.5%

14.3% 

8.1% 

男性では①年金制度②介護サービス充実③高齢者が働

ける場所の確保の順であまり差がなく、女性では l位が

・市政への市民参加を推進するためによいと思うこと②で非常に多く、以下、 2位が高齢者福祉施設の充実、

① 市民による政策評価の場の設置

O市長への手紙、 電子メール、市長と語る日、
一日市長などの機会の充実

③ 地区での懇談会の開催

④ ボランティア活動やNPO活動の支援

⑤審議会や委員会などの公募制の推進

⑤ まちづくり(団体)活動の支援

Oワークシヨ プなど市民と行政の
協働作業の促進

③ その他

-上田市と周辺町村との関係
「行政区域は現在のままでよい」が全体の61%であり、

「将来合併してもよい」の31%を大きく上回っています。

また、男性の過半数が合併を可としているのに対して、

女性は71%が現状のままを望んでいます。

3位が①となっています。

-市民参加によるまちづくりを進めるために行政にとって必要なこと

① 行政情報 ・財政状況の積極的な公開

② 市民参加による事業計画の立案

③ 行政と民間の役割分担の明確化

まちづくり団体、ボランティア団体、NPO団体、
④ 民間企業などの積極的な活用

⑤ 行政組織・事務の整理合理化

⑥ 政策評価への市民参加

⑦ 広域的な連携の強化

③ 行財政運営の効率化、基盤強化

⑨ その他

※統計表中、内訳の比率の合計が100%とならない場合があり
ますが、これは数字の単位未満について四捨五入したためで
す。

-お問い合わせ・ご意見 企画課(干 386-8601上田市大手 1-11-16・固⑫ 51 1 2・困⑫41 0 0・E-mail: 

kikakuka@city.ueda.nagano.jp) 
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~愛護
『市民意識アンケー卜』集計結果

-これからも上田市に住み続けたいか
全体の74%がその意思を示されていますが、 20歳台で

は46%、また 5年未満の居住者では28%と極めて低くなっ

ています。

第三次上田市総合計画後期基本計画 (H13'"" H 17)の策定にあたり、市民の皆さんのご意見等をできる限り計画に反映

させていくため実施した「市民意識アンケート」の集計結果(概要)をお知らせします。多くの皆さんから回答をいただ

きありがとうございました。

じ〉調査地域上田市全域じ>調査対象市内に居住される20歳以上の男女2000人じ〉抽出方法住民基本台帳より等間

隔無作為抽出 b調査方法 郵送方式(配布および回収とも[>回収結果 有効回答 907通(有効回答率45.4%)。
女性の回答が60%を超え、既婚者の回答が多くなっています。居住期間は全体の71%が20年以上で、転入されたかたが44

%いました。

・調査結果

・上田市のよいイメージ
①災害が少なく安心して暮らせるまち (30%)②水と

緑に固まれた自然豊かなまち (22%)③歴史と伝統がし 1

きづく文化のまち(15%)の順となっています。

男女とも l位は道路整備の遅れで、

2位は、男性は「遊び・レジャーの

場所が少な ~'\J 、女性では「文化的

施設整備の遅れ」が挙げられていま

す。女性の 3位は「福祉・医療施設

の未充実」で、年代別では20歳代で

「遊び・レジャーの場所が少ない」が

「道路整備の遅れ」よりも多くなっ

ています。

25 15 

2.1% 

11.3% 

10 

8.5% 

9.5% 

-生活の中での不満項目

O 

道路の整備が遅れている

公共交通が不便

下水道など生活環境整備が遅れている

公園や緑地が少ない

景観を壊す建物、看板が多い

買い物が不便

魅力のある働き口が少ない

遊び、レジャーの場所が少ない

わくわくするイベン卜等が少ない

子どもの教育環境がふじゅうぶん

文化的施設(美術館、音楽ホール等)が充実していない

知的刺激に乏しい

福祉・医療体制が充実していない

閉鎖的で住みにくい

その他

特に不満はない

仁ゴ
無回答

わからない

じコ
やや足りない
.足りない

仁コ
ふつう-

の成果
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-ここ数年間の諸施策(項目別)
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• 介護保険の申請を受け付けています
介護保険制度でサービスを利用するために必要な「要介護認定申請」を受け付けていま

す。 4月からサービスの利用を希望されるかたは、申請書を提出してください。

・申請場所 介護保険課、各支所(豊殿・塩田・川西)、在宅介護支援センター(室賀・

中央・塩田・神科)等

・介護保険なんでも相談電話 介護保険に関する相談専用電話を設置しています。質問・

相談・意見等、お気軽にお問い合わせください。

・問い合わせ

介護保険課(圃⑫ 5140・E-mail:kaigohoken@city.ueda.nagano.jp)、テレホンガ

イドうえだ関連情報(固⑫88 8 8コード、No.420)、インターネットホームページ(http://w
ww.city.ueda.nagano.jp/kaigohoken/index.html) •• 
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ロ
月
市
議
会
定
例
会
が
日
月
初
日
か
ら
ロ
月
初
日
ま
で
聞
か
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
お
議
案
と
前
回
よ
り
継
続
審
議
さ
れ
て
い
た
決

算
認
定
案
日
件
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
に
は
、
①
雇
用
対
策
の
充
実
②
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
整
備
③
中
村
直
人
展
の
開
催
④
災
害
復
旧
⑤
チ
ャ

イ
ル
“
卜
シ
ー
ト
購
入
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補
助
な
ど
を
計
上
し
、
こ
れ
に
よ
り
補
正

後
の
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
前
年
比
日
・

9
%
減
の
4
2
8

捕
以
寸
寸
一
羽
円
余
と
な
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た
。
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た
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教
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μ
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会
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鎌
原
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た
。

-
主
な
条
例
の
制
定
・
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正
な
ど

マ
地
方
分
権
の
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進
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図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
制
定

地
方
へ
の
権
限
委
譲
や
機
関
委
任
事

務
の
廃
止
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
地
方
分
権

一
括
法
の
施
行
に
よ
り
関
係
す
る
条
例

の
整
備
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
規
則
で
定
め
て
い
て
条
例

化
し
て
い
な
い
手
数
料
に
つ
い
て
関
係

す
る
部
分
を

一
部
条
例
化
し
ま
す
。

な
お
、
権
限
委
譲
と
は
、
国
や
県
の

事
務
と
し
て
行
っ
て
い
た
事
務
を
市
町

村
に
委
譲
す
る
も
の
で
、
機
関
委
任
事

務
の
廃
止
と
は
、
こ
れ
ま
で
法
律
や
政

令
に
よ
り
、
本
来
は
国
の
事
務
で
あ
る

が
地
方
自
治
体
が
行
う
と
さ
れ
て
い
た

事
務
を
、
法
定
受
託
事
務
と
自
治
事
務

に
分
け
て
取
り
扱
い
を
明
確
に
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。

地
方
分
権
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

マ
緊
急
地
域
雇
用
対
策
事
業

:・
:
:
:
3
2
1
3
万
円

生
活
相
談
員
を
学
校
へ
配
置
ま
た
は

派
遣
す
る
「
生
活
相
談
員
に
よ
る
生
活

相
談
事
業
」
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
技
術
者
を
養
成
し
新
規
産
業
の
育
成
・

雇
用
の
創
出
を
図
る
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養
成
事
業
」

な
ど

5
事
業
を
行
い
ま
す
。

マ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

・・・

1
0
0
0
万
円

介
護
保
険
導
入
に
あ
た
り
、
常
田
・

塩
田
西
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
E

型
)
に
浴
室
を
設
置
し
、
サ
ー
ビ
ス
水

準
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

マ
ふ
る
さ
と
コ

l
ル
信
州
上
田
地
域
就
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あ
な
た
の
水
道
に
も

防
寒
を
し
て
く
だ
さ
い

水
道
局
計
画
管
理
課
(
固
⑫

1
3
1
3
)

水
道
が
凍
結
す
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
水
道
の
凍
結
は
、
気
温
が
マ

イ
ナ
ス

4
度
以
下
に
な
る
と
起
こ
り

ま
す
。
凍
結
防
止
を
し
て
、
冬
の
寒

さ
か
ら
水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う
0

・
凍
結
・
破
裂
し
や
す
い
と
こ
ろ

①
北
側
に
あ
る
水
道
管
②
風
当

た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道
管

③
水
道
管
が
露
出
し
て
い
る
と
こ

ろ
④
屋
外
に
あ
る
水
道

圃
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

蛇
口
、
立
ち
上
が
り
、
メ
ー
タ
ー

の
順
に
タ
オ
ル
か
布
を
か
け
、
そ
の

上
か
ら
お
湯
を
か
け
て
解
か
し
て
く

だ
さ
い
。

-
水
道
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は

①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
保
温

を
す
る
(
ぼ
ろ
布
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー

ル
な
ど
を
入
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋

3
・

4
袋
を
、
メ
ー
タ
ー
を
囲
む
よ
う
に

入
れ
る
)
②
不
凍
栓
は
毎
日
忘
れ

ず
完
全
に
閉
め
る
③
電
熱
帯
の
コ

ン
セ
ン
ト
を
忘
れ
ず
に
入
れ
る
④

立
ち
上
が
り
管
や
蛇
口
に
保
温
材
・

凍
結
防
止
帯
を
巻
く

-
破
裂
し
て
水
が
で
た
ら

立
ち
上
が
り
下
の
不
凍
栓
か
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
で
水
を

止
め
て
く
だ
さ
い
。
止
ま
ら
な
い
と

き
は
、
破
裂
箇
所
に
布
か
テ

l
プ
を

巻
き
応
急
処
置
を
し
て
、
指
定
工
事

庖
へ
修
理
の
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

宅
地
内
の
修
理
費
は
、
個
人
負
担
と

な
り
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
の
破
損
も
同

様
で
す
の
で
ご
注
意
を
。

-
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
う
え
だ
関
連
情

ロ即日目

+
立
十

E
⑫
8
8
8
8
コ
1
ド
恥

3
2
0

1月26日は、昭和24年に法隆寺金堂の火

災で日本最古の壁画が焼損した日にあたり

ます。また、この時期は火災が多いことか

ら、火災によって二度と貴重な文化財を失

うことのないよう昭和30年にこの日を「文

化財防火デーJと定め、全国的に文化財に

対する保護意識の高揚を図りながら現在に

至っていますO

上田市には国宝や重要文化財など優れた

文化財が数多くあり、文化財の宝庫と言わ

れています。

毎年この 1月26日に文化財への立入検査

などを実施し、「文化財防火運動」を行っ

ていますO

貴重な文化財を火災などの災害から守り、

子どもや孫たちに贈り物として伝えてし1か

なければなりませんO

そのためには、一人ひとりが文化財に対

して深い理解と愛護の心を養い、文化財を

大切にする習慣を身につけましょう O

問
い
合
わ
せ

消
防
部
予
防
課

(
圃
⑮
0
0
2
9
)

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
負
担
金
・
・
・
・
・
・
・
・
・
例
万
円

新
規
学
卒
者
の
採
用
の
早
期
化
に
対

応
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
コ
ー
ル
信
州

上
田
地
域
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
す

る
た
め
の
負
担
金
で
す
。

マ
中
村
直
人
展
の
開
催
事
業
費-----m
万
円

上
田
市
が
生
ん
だ
彫
刻
家
、
洋
画
家

の
中
村
直
人
の
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
農
地
災
害
復
旧
事
業
費

・
:
1
4
0
1
万
円

上田の景観80選

「天白山の石段」について
問い合わせ景観建築課(固⑫54 3 0) 

広報うえだ12月16日号の 4ページ ri上田の
景観80選」が決定しました』の記事中、歴史系

の「天白山の石段(小泉)Jは、地籍が小泉に

ある旨の記載をしました。同石段は、下之条地

籍の飛び地として小泉地籍内にあり、下之条自

治会が管理しております。ご承知くださ~ ¥0 

大
雨
に
よ
る
災
害

(
9
月
紅
白
j
同

幻
日
)
の
復
旧
の
た
め
の
経
費
で
す
。

-
特
別
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内
容

マ
チ
ャ
イ
ル
"
卜
シ

l
ト
購
入
費
補
助

金・
.................... ・・・・・・
5
0
0
万
円

4
月
か
ら
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

l
ト
使

用
の
義
務
化
に
併
せ
、
購
入
費
の
一
部

を
助
成
し
、
普
及
啓
発
を
行
い
ま
す

(
詳
細
は

7
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
)
。

EZ関誌重重三国産初!J~Y:::lJj四日EEl君臨罰置磨重E圃
bとき 1月22日出終日 bところ 本庁・創造館・上田駅の住民票等自動交付機
・問い合わせ情報推進課(固⑫82 4 1) 

県単ふるさと農道〈伊勢山地区)が全線開通

[5 ] 12.1.16 



松尾町で電線共同溝事業完成
オープニングフェア開催
中央通り(天神一丁目交差点~中央二丁目交差点L=410 

m)で、昨年 1月から進めていた、電線共同溝事業とこの事

業に伴う上田市のグレードアップ事業が完成しました。これ

は県の施行による事業で、安全で'快適な通行空間の確保、都

市災害の防止、都市景観の向上、中心市街地の活性化等を目

的としたものです。

この事業の完成を記念して、 12月11日、地元松尾町商庖会

が、明るく、広く、美しくグレードアップされた通りを広く

皆さんに知ってもらおうと、完成オーフ。ニングフェアを開催

しましTこO

松尾町商庖会は、この事業の完成を契機に、まちの新ロゴ

マークと公募により選出したフラッグを発表し、「人、街、

げんき。」をキャッチフレーズに、にぎわいあふれる商庖街

づくりを進めます。

事業の施行につきましては、地元の皆さんを始め、関係各

位の深いご理解とご協力に深く感謝し、たします。

なお、今後原町通りと海野町通りにつきましても整備を進

めていく予定です。

・問い合せ商工課市街地商業活性化担当(固⑫53 9 6) 

たが・
松号電
尾成線
町し類
通事地
り気中
ぃ化
仁工
な事
つ等

「
入
札
(
見
積
)
参
加
願
」

η
年
度
分
の
追
加
受
切
付
け

管
財
課
(
固
⑫
5
1
1
4
)

平
成
ロ
年
度
に
市
が
購
入
す
る
物

品
と
、
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
お

よ
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の

入
札
・
見
積
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
「
入
札
(
見
積
)
参
加
願
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
日
年
度
・
ロ
年
度
分

の
参
加
願
を
提
出
さ
れ
た
か
た
は
、

今
回
は
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
受
け
付
け
①
物
品
・

:
2
月

1

日
例
j
同

m日
関
②
建
設
工
事
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
:
・

3
月

1
日

制
(
)
同
白
日
働
に
、
管
財
課
に
提

情報化による企業経営改革セミナー
一情報があなたの会社を変えるー

現在、企業ではインターネットなど、情報を経営に活用し、

ビジネスチャンスを拡大する動きが活発化しています。そこ

で、情報化により企業経営を改革することを目的としたセミ

ナーを 2回シリーズで開催します。多数ご参加ください。

・と き①第 l回目ー 2月25日陰)午後 1時"-'5時

②第2回目ー 3月3日佳)午後 l時"-'5時

マルチメディア情報センター・技術研修センター固ところ

・内容

第1回目…①事例紹介 l ~' よいよ始まる製造業の業態改革一

NCネットワークの事例に学べ!-J (紹介者:ライジン
グ・コンサルタンツ株)代表取締役・中小企業診断士 林隆

男さん) ②受発注システム等デモンストレーション

第2回目…①事例紹介「新業態で売り上げ50%増(新クリーニ

ングシステム開発)J(紹介者:株)マネジメント・コンサルタ

ンツ・グループ代表取締役・中小企業診断士 小林勇治さ

ん ②講演「企業経営とインターネ ット、マルチメディア

の動向J(講師:マルチメディア情報センタ一 井戸芳之
主任)、 「情報化による企業経営改革J(講師:長野大学教

授卜部正夫さん

・参加料 1 000円

圃問い合わせ マルチメディア情報センター(固⑧1000・

園⑧ 1010・E-mail:ido@umic.ueda.nagano.jp)・商工

課 (固⑫53 9 6 ・圃⑫73 5 5 ・E-mail:shokoka@city. 

ueda. nagano.jp) 

出
を
マ
そ
の
他
①
物
品
・
:
指
定

用
紙
は

1
月
か
ら
管
財
課
で
お
渡
し

し
ま
す
②
建
設
工
事
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
・
:
募
集
要
項
は

1
月
か

ら
管
財
課
で
お
渡
し
し
ま
す

統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

情
報
推
進
課
(
固
⑮
8
2
4
1
)

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
ロ
年

2

月

1
日
を
基
準
日
に
「

2
0
0
0
年

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し

ま
す
。
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
わ
が

国
の
農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
、
日
年
に

l
度、

全
国
の
農
家
、
林
家
、
会
社
、
団
体

な
ど
を
対
象
に
行
わ
れ
る
大
規
模
な

調
査
で
、
「
農
林
業
の
国
勢
調
査
」

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
員
が

調
査
票
を
お
持
ち
し
ま
す
の
で
、
農

林
業
関
係
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
で
得
ら
れ
た
個
人
情

報
を
、
統
計
以
外
の
目
的
で
使
用
す

る
こ
と
は
、
法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
調
査
票
に
は
あ
り

の
ま
ま
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

還
付
申
告
は

自
書
し
て
お
早
め
に
/

上
田
税
務
署
(
固
⑫
1
2
3
4
)

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
で
も
、
マ
イ
ホ
ー

ム
を
ロ
!
ン
等
で
取
得
し
た
り
、
多

額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
な
ど

に
は
確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収

さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
所
得
税
の
確
定
申
告

は
、
「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
」
を

作
成
し
、
申
告
の
期
間
中
(
本
年
の

場
合
は

2
月
日
日

1
3月
日
日
)
に

税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
が
、
所
得
税
が
還
付
に
な
る
申

告
に
つ
い
て
は

1
月
か
ら
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
早
く
提
出
す
れ

ば
そ
れ
だ
け
早
く
還
付
金
を
受
け
取

れ
ま
す
の
で
、
税
務
署
に
用
意
さ
れ

て
い
る
「
手
引
き
」
等
を
参
考
に
、

ご
自
分
で
確
定
申
告
書
を
作
成
し
、

お
早
め
に
税
務
署
へ
郵
送
等
に
よ
り

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

[6 ] 12.1.16 

.2月の粗大ごみ回収目
2月19日(土)…クリーンセンター駐車場
回収時間は午前10時~正午。処理費用(実費)がかかります。



納期限1月31日(月)今月
の
納税

4期
7期

-市県民税
・国民健康保険税

合
併
処
理
浄
化
槽
の

適
正
管
理
を

便利で確実な口座振替のご利用を

テレホンガイドうえだ関連情報

(固③88 8 8コード:No.27 9) 

生
活
環
境
課
(
固
⑫
5
1
2
0
)

わ
た
し
た
ち
は
、
毎
日
の
生
活
の

中
で
た
く
さ
ん
の
水
を
使
用
し
て

い

ま
す
。
そ
の
水
の
多
く
が
生
活
雑
排

水
と
し
て
、
川
や
湖
沼
な
ど
に
流
れ

込
み
、
水
の
汚
濁
の
原
因
と
な
っ

て

い
ま
す
。
そ
こ

で
、
生
活
雑
排
水
に

よ
る
河
川
の
汚
濁
防
止
の
有
効
な
手

段
と
し
て、

し
尿
と
生
活
雑
排
水
を

併
せ
て
処
理
で
き
る
合
併
処
理
浄
化

槽
が
、
公
共
下
水
道
等
の
使
用
で
き

な
い
地
域
に
お
い
て
設
置
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
上
田
市
で
も
現
在
の
と
こ

ろ
2
0
0
0
基
あ
ま
り
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
合
併
処
理
浄

化
槽
は
水
中
の
微
生
物
の
働
き
を
利

用
し
て
汚
水
を
き
れ
い
な
水
に
す
る

た
め
、
適
正
な
管
理
(
保
守
点
検
・

清
掃
)
を
し
て
は
じ
め
て
機
能
が
じ
ゅ

う
ぶ
ん
に
発
揮
さ
れ
ま
す
。
汚
水
を

流
し
て
周
辺
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か

け
な
い
た
め
に
も
、
浄
化
槽
法
に
基

づ
き
、
保
守
点
検
を
登
録
業
者
に
委

託
し
て
定
期
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
清
掃
は
市
町
村
の
許
可
を
受

け
た
清
掃
業
者
に
お
願
い
し
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
年
に

1
回
は
長
野
県
浄

化
槽
協
会
が
行
う
水
質
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

相談名 日 時 会場など

2月 4日(創
法 律 中目 圭ロ火!x. 13:30~15:30 
(予約制) 2月25日(創

13:30~ 15:30 受付は・・・・・・

土地建物相談
2月10日(桐

市役所
生活環境課13:00-----16:00 

市 民 相 日炎
(本庁舎 1階)

交通事故相談
毎週月~金曜日

⑫ 8 4 女 1性 中目 談
9 :00-----16:00 

Yr. ~ 呈 相 日炎
毎週月~金曜日

(ft直福通祉③課2000) 9 :00-----16:00 。
母 子 中目 =日ュ歩，〈， 毎週月~金曜日 。 福祉課

9 :00-----16:00 (内線 16 0 8) 

人権・悩みごと相談
2月 3自体)

人(ft権直同通和③対5策課
13:00-----16:00 393) 

農地問題相談
毎週月~金曜日 農業委員会
8 :30-----17:00 (本庁舎2階)

イ寸 政 相 a炎
2月14日伺)

上田西武
10:00-----15:00 

心配ごと相談
毎週火曜日
10:00-----15:00 

福祉よろず相談 毎週月~金曜日
9 : 00-----16 : 00 

社(ft会②福8祉0協8議0会) 
法 律 相 吾悶メ944 2月19日(土)
(予約制) 10:00~正午

児 z塁"'"王 相 日炎
毎週土曜日
13 : 30-----15 : 30 

結 t寄 相 E炎
毎週水曜日

社(ft会⑫福3祉0協8議2会) 
10 : 00-----15 : 00 

法 律 中目 号自.~と 2月16日(水)
(予約制) 13:30-----15:00 

上(包田⑫商4工5会0議0所) 
保険年金相談

毎週月~金曜日
9 :00-----16:00 

毎週月~金曜日
高齢者職業相談室

高齢者職業相談 (上田(nパ⑫ートサテライト内)8 :30-----17:00 8 0 1 1) 

保育・子育て相談 毎週月~金曜日
子育て支援センター(電話相談) 9 : 00~16 : 00 

保育・子育て相談 毎週火・木曜日 南部(ft保⑫育3園0内9相6談)室
(面接相談) 9 :00-----16:00 

月の相談

a滑
化
槽
信
生
き
物
ご
宏
司
。

軍
し
〈
峰
心
ま
し

ah
つ〆

チ
ャ
イ
ル
ド
シ

l
ト
の
購
入

補
助
し
ま
す

生
活
環
境
課
(
固
⑮
5
1
2
0
)

今
年
4
月
か
ら
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
着
用
義
務
化
に
伴
い
、
意
識
の
高

揚
と
着
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
市

で
は
一
定
の
要
件
を
満
た
す
か
た
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
該
当
す
る

か
た
は
、
次
に
よ
り
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

マ
対
象
者

①
上
田
市
在
住
の
か

た

②

平

成

日

年

4
月

1
日
か
ら
平

成
日
年

3
月
白
日
ま
で
に
出
生
し
た

子
で
、
市
内
在
住
の
満
1
歳
未
満
の

子
の
た
め
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

購

入

し

た

か

た

マ

補

助

内

容

①

補
助
金
は
購
入
費
の

2
分
の

l
以
内

(
限
度
額
は

l
万
円
)
②
乳
幼
児

1
人
に
対
し
て

1
台

マ

申

請

方

法

①
印
鑑
、
領
収
書
お
よ
び
母
子
健

康
手
帳
を
持
参
し
(
領
収
書
は
購
入

月
日
、
購
入
品
目
、
購
入
庖
印
の
わ

か
る
も
の
。
レ
シ
ー
ト
は
不
可
)
、

生
活
環
境
課
か
各
支
所
の
窓
口
へ

②
保
護
者
以
外
の
か
た
が
申
請
す
る

場
合
は
、
保
護
者
の
承
諾
書
が
必
要

③
支
払
い
は
、
金
融
機
関
の
口
座

振
込
み
に
な
り
ま
す
の
で
口
座
番
号

の
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

暮女主
らと
せ男宣
るが
社い
会き
をい
き
と

企
画
課

(E③
5
1
1
2
)

〈
市
民
の
声
か
ら
・
・
・
〉

広
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
記
事
を

毎
回
読
ん
で
い
ま
す
。

私
も
家
と
家
と
が
結
ぼ
れ
る
時
代

の
結
婚
で
し
た
。

子
育
て
は
終
わ
っ
て
も
、
な
か
な

か
外
へ
出
る
機
会
は
な
く
、
自
分
で

も
「
私
は
こ
れ
で
い
い
ん
だ
」
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
老

い
て
い
く
の
は
寂
し
い
。

そ
ん
な
と
き
、
あ
る
自
主
グ
ル
ー

プ
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。
今
で
は
、
楽
し
み
な
が
ら
自
分

の
周
り
の
自
治
会
の
こ
と
、
社
会
の

こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
今
ま
で
は

男
性
の
み
知
っ
て
い
れ
ば
と
思
っ
て

い
た
こ
と
も
い
ざ
勉
強
し
て
み
る
と

や
っ
ぱ
り
女
性
も
知
っ
て
い
な
い
と

と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

男
女
平
等
、
男
女
同
権
な
ど
遠
い

と
こ
ろ
で
聞
い
て
い
た
私
で
す
が
、

少
し
ず
つ
自
分
を
変
え
、
そ
し
て
出

か
け
る
際
に
、
食
事
の
心
配
を
し
な

く
て
も
す
む
よ
う
夫
に
も
変
わ
っ
て

も
ら
う
努
力
を
し
て
い
く
つ
も
り
で

す
。
『
自
分
も
も
う
少
し
な
に
か
が
で

き
る
、
社
会
へ
参
画
で
き
る
』
と
い

う
気
力
・
勇
気
が
必
要
だ
よ
ね
。

2月 5日(土)…ツルヤ大屋底、マツヤ川西庖、旧社会福祉協議会東側駐車場
2月12日(土)…西友秋和庖、西友三好町庖、 Aコープコア塩田庖
2月19日(土)…マツヤ上田インター届、やおふく上堀庖
2月26日(土)…ジャスコ上田庖、しおだ野ショッピングセンター

-ウィークエンドリサイクル2月の日程
回収時間は午前10時~正午(時間厳守)。家庭のぴん、缶、

古紙、古布が出せます。アルミ缶は、つぶして出しましょう。12.1.16 [7 ] 
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2月の乳幼児健康診査・教室
(固⑫8244)・4、.

寝たきり老人をささえる家族の会

問い合わせ 健康推進課(固⑫51 3 1・園②83 0 0) 

とき 2月1日伏)午後l時30分'"'-'3時

ところ 市役所南庁舎2階保健センター

内 容①リフレッシュ体操(講師…理学療法士)

②介護保険についての話(講師…介護保険課職員)

※なお、介護保険についての質問があるかたは

1月21日働までに健康推進課までお知らせく

ださい(当日、お答えいたします)。

じ〉受付時間 ①乳幼児健康診査(4か月児・10か月児・

1歳 6か月児・ 3歳児)…午後 1時'"'-'2時 ② 2歳児教

室…午後1時'"'-'1時15分[①、②とも午後零時30分以
前の受け付けはできません。t>持ち物 ①乳幼児

健康診査…母子健康手帳、健康診査票、パスタオル、

おむつ、赤ちゃん手帳、歯ブラシ(1歳 6か月児)0 4 

か月・10か月・ l歳 6か月児は赤ちゃん手帳の中にあ
る健康診査票に記入してお持ちくださ L可。 3歳児は、

健康診査票と視聴覚検査のアンケートをお送りします

ので、ご記入のうえ、お持ちください。また、尿検査

の容器もお持ちくださ L可。 ② 2歳児教室…母子健康

手帳、おたずね用紙、歯ブラシ、コップ、おやつ代

(実費)、おやつ用はし・スプーン・フォークなどとお皿

1

・
2
級
技
能
士
コ
ー
ス

通
信
講
座
受
講
者
募
集

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校

(
固
0
3
1
3
2
3
2
1
4
9
7
8
)

マ
受
講
資
格
実
務
経
験
の
あ
る

か
た

(
1
級
に
つ
い
て
は
、
修
了
時

l
級
技
能
検
定
の
受
講
資
格
を
得
ら

れ
る
か
た
)
マ
開
講
科
①
1
級
・
:

機
械
加
工
科
、
仕
上
げ
科
、
板
金
科
、

配
管
科
、
機
械
・
プ
ラ
ン
ト
製
図
科
、

建
築
大
工
科
、
機
械
検
査
科
、
建
設

機
械
整
備
科
②
2
級
:
・
機
械
加
工

科
、
仕
上
げ
科
、
板
金
科
、
工
場
板

金
科
、
塗
装
科
、
電
気
機
器
組
立
て

科
、
鋳
造
科
、
配
管
科
、
金
属
熱
処

理
科
、
鉄
工
科
、
機
械
・
プ
ラ
ン
ト

製
図
科
、
機
械
検
査
科
、
め
っ
き
科
、

木
型
製
作
科
、
建
具
製
作
科
、
印
刷

健康診査 実施日 生年月日

4か月
2月15日 11.9.16'"'"' 9 .30 
2月22日 11.10. 1 '"'"'10.15 

10か月
2月3日 11.3.16'"'"' 3 .31 
2月25日 11.4.1'"'"'4.15 

1歳6か月
2月9日 10.7.16'"'"' 7 .31 
2月23日 10.8.1'"'"'8.15 

3歳
2月10日 9.1.1'"'"'1.15 
2月16日 9 . 1 .16'"'"' 1 .31 

2歳児教室
2月8日 9.11.1'"'"'11.15 
2月29巳 9 .11.16'"'"' 11.30 

-保健センター(市役所南町舎2階)

科
、
広
告
美
術
仕
上
げ
科
、
建
築
大

工
科
、
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
科
、
左
官
科
、

か
わ
ら
ぶ
き
科
、
金
属
プ
レ
ス
加
工

科
、
建
築
機
械
整
備
科
マ
受
講
期

間

標

準

l
年
(
通
年
開
講
)
マ

受
講
料
(
教
材
費
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ

費
用
含
む
)

l

級:・
8
5
1
0
円、

2
級・
:
6
3
9
0
円
マ
申
し
込
み

随
時
マ
そ
の
他
修
了
者
は
技

能
検
定
の
学
科
試
験
が
免
除
さ
れ
ま

す
中
小
企
業
大
学
校
三
条
校

「
創
業
支
援
研
修
」
を
開
催

中
小
企
業
大
学
校
三
条
校
(
固
0
2
5
6
1
3
8
6
7
7
0
)

新
た
に
事
業
を
始
め
る
に
当
た
り
、

必
要
な
基
礎
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
個

別
指
導
を
受
け
な
が
ら
実
践
的
に
学

べ
ま
す
。

-塩田母子健康センター(塩田・川西地区のかたのみ)

| 4か月 1") ~I")Arì 11.9.16'"'"'10.15 
2月24日| 10か月 L [JL'"tLJ 11.3.16'"'"' 4 .15 

・川西社会福祉センター(塩田・川西地区のかたのみ)

8.12. 1 '"'"' 9 . 1 .31 
9.11.1'"'"'12.31 

2月18日
2月1日

マ
と
き

2
月
お
日
間
W
1
3
月
3

日
働
マ
と
こ
ろ
中
小
企
業
大
学

校
マ
対
象
者
具
体
的
に
創
業
を

計
画
し
て
い
る
か
た
・
新
部
門
進
出

等
に
よ
り
新
た
な
雇
用
を
創
出
予
定

の

か

た

マ

募

集

人

員

印

名

マ

受
講
料
無
料
マ
申
し
込
み

2

月
刊
日
制
ま
で
に
、
中
小
企
業
大
学

校
三
条
校
へ
電
話
で

月日 内容

2月28日(月) 倉Ij業者の心構え等

2月29日(火) 資金調達の方法等

3月 1日tj() ビジネスプラン
作成等

3月2日(木) 事業アイデアの
-同3日(針 練り上げ等

-研修日程

ム
国
主
配
U
5
g
mぃ
序

回
記
長
持
政
…

一
園
山
川
火
山
~
議
宍
~

不
用
品
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
無
料
の
、
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
登
録
期
間
は

6

か
月
で
す
。

マ
肌
着
(
印

i
ω
側
)

マ
お
む

つ
カ
バ

l
(
m
w
i
ω
m
)

マ
お
ま

る

マ

簡

易

ぶ

ろ

(
F
R
P
ω
×
ω

仰
)
マ
ス
キ

l
用
具
一
式
(
板

1

7
5
佃
・
靴
お
側
)
マ
そ
ろ
ば
ん

マ
電
気
敷
布
マ
電
気
オ
ー
ブ
ン

マ
ビ
デ
オ
プ
リ
ン
タ
ー
マ
か
や

(
麻
・
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
)
マ
マ
ッ

ト
レ
ス
マ
オ
ル
ガ
ン

マ
和
式
便
器
用
子
ど
も
ス
テ
ッ
プ

マ
ベ
ビ

l
ウ
ェ
ア
マ
中
学
生
制

服

(
1
7
0
1
'
1
7
5
側

)

マ

四

中

運

動

着

マ

お

も

ち

ゃ

マ

イ

ン

ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
マ
ギ
タ

l

マ

ピ

ア

ノ

マ

キ

ー

ボ

ー

ド

マ

カ

メ

ラ

マ

犬

小

屋

(

大

型

犬

用

)

マ

七
五
三
の
帯
・
小
物

一
式

マ

通

学

か

ば

ん

マ

飯

合

マ

登

山

用

プ

ラ

ス
チ
ッ
ク
食
器
マ
登
山
用
リ
ュ
ッ

ク

マ

フ

ァ

ミ

コ

ン

ソ

フ

ト

マ

ス

ト
ー
ブ
ガ

l
ド

マ
竹

す

だ

れ

マ

足
踏
み
ミ
シ
ン
マ
サ
イ
ド
ボ

l
ド

マ
ソ
フ
ァ
ー
(
三
人
掛
け
用
)

マ

物

置

マ

本

棚

マ

学

習

机

マ

こ
た
つ

[8 ] 12.1.16 
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まし決月 I~ 
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ろ給4 の命をいずたベさ Jくしつ'tIBダメパラでもナイ! ー日健康今F 制聖 30 いスン 関す給食 ♂，ーー)

27田ッt残ザさ心給食と ればー ちんき かり こ スン かだら れそ の健康 守る たべ司 たなり ればッ 晶巨 体のため は
干主i7食ベヲ 気ヌがE あいとスーれもダメ天秤 三 れぬ分のい 標E自 に

m語官宗u..感謝の心」 今ーも日 め」ー 冗気か出な よそえいっ 朝ご 料理」の手 天秤る〈 立派な 骨折

し 力んl自zf f 」てど合は の虫

ぁとおい宅 」号! とを 歯ゼ知主力ら

者

の

か

た

マ

募

集

人

員

別

名

マ
受
講
料
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
代
等
3
0
0
0
円
の
負
担
あ
り

マ
講
義
の
方
法
講
師
及
び
補
助

者
が

3
1
4
名
つ
き
ま
す
マ
申
し

込
み
官
製
は
が
き
に
、
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

1

月
刊
ω
日
働
ま
で
に
、
干

3
8
6
1
0

0
2
5
上
田
市
天
神

2
1
4
ー
は
上

田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
生

涯
学
習
係
へ
。
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
し
ま
す
。

-パソコン教室日程(全8回)

員月 日 時間・内容

① 2月8日(火) 午前 9時30分~

② 9日(水)
正午
パソコンの初歩

③ 15日(火) 的な操作方法か

④ 16日(水) ら始め、 Word
(ワード)の習

⑤ 22日(火)得までを目標に

⑥ 23日(水) します。

⑦ 29日(火)
就職などに役立
つ実用的な講座

③ 3月 1日(71<) です。

上
回
城
跡
公
園
内
3
施
設

展
示
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
議
成
講
座

博
物
館
(
固
⑫
1
2
7
4
)

上
田
城
跡
公
圏
内
の
上
田
城
(
櫓
)
・

市
立
博
物
館
・
山
本
鼎
記
念
館
を
案

内
解
説
し
て
い
た
だ
く
「
展
示
解
説

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
養
成
す
る
講
座

で
す
。マ
応
募
資
格
講
座
終
了
後
、

平
日
・
休
日
な
ど
の
昼
間
に
実
際
に

活
動
で
き
る
か
た
マ
講
師
学
芸

員

マ

定

員

初

名

程

度

マ

受

講

料

無

料

物
館
へ

マ
申
し
込
み

市
立
博

期日 ァーマ 会場

① 2月11日(金)古代中世の上田と真田氏 市民会館 2階

② 2月24日休)真田氏と上田築城 青少年ホーム

③ 3月9日(木)仙石氏・松平氏と上田城 観光会館 2階

④ 3月23日(木)上田城跡現地見学 (博物館前集合)

⑤ 4月3日(月)市立博物館展示見学 市立博物館

⑥ 4月14日(金)山本鼎について 山本鼎記念館

⑦ 4月22日(土)山本鼎記念館展示見学 山本鼎記念館

-展示解説ボランティア養成講座日程

午後 1 時30分~3 時t>時間

お
母
さ
ん
の
た
め
の
絵
本
入
門
講
座

(
鈎
年
後
期
〉
受
講
者
募
集

図
書
館
(
固
⑫
0
8
8
0
)

マ
講
座
日
程

2
月
刊
日
術
・
口

日
嗣
・

3
月

2
日
制
・

9
日
嗣
い
ず

れ
も
午
前
日
時
初
分

1
日
時
初
分

マ
場
所
図
書
館
会
議
室
マ
講
師

山

浦

美

幸

さ

ん

マ

内

容

お

す

す
め
絵
本
の
紹
介
、
絵
本
の
選
び
方

な

ど

マ

定

員

初

名

マ

受

講

料

無
料
マ
申
し
込
み
図
書
館
の

受
付
で
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入

マ
締
め
切
り

2
月

3
日
術
ま
で

マ
託
児

2
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
を

6
名
ま
で
行
い
ま
す
(
申
し
込
み
順
)
。

託
児
料

1
人

1
回
3
0
0
円
(
4
回

で
1
2
0
0
円
)
必
要
で
す
。

12.1.16 [9 ] 



生
涯
学
習
市
民
大
学

公
開
講
座

『
暮
ら
し
と
環
境
」
講
演
会

城
南
公
民
館
(
固
⑫
7
6
1
8
)

マ
演
題
ズ
ボ
ラ
で
も
で
き
る
エ

コ
ロ
ジ
ー
マ
講
師
赤
星
た
み
こ

さ
ん
(
漫
画
家
、
主
な
著
書
・
・
わ
た

し
は
趣
味
の
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
、
ゴ
ミ

を
出
さ
な
い
暮
ら
し
の
コ
ツ
)
マ

と
き

2
月
5
日
出
午
後
l
時
初
分

i
3
時

マ

と

こ

ろ

城

南

公

民

館

マ
入
場
料
無
料
マ
申
し
込
み

1
月
白
日
四
ま
で
に
電
話
で
城
南

公
民
館
へ

『
身
近
な
環
境
講
座
」
講
演
会

上
野
が
丘
公
民
館
(
固
⑫
0
6
5
9
)

マ
演
題
「
環
境
問
題
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
マ
講
師
深
尾
秀
次
さ

ん
(
ご
み
ゼ
ロ
社
会
を
め
ざ
す
会
代

表

)

マ

と

き

1
月
幻
日
出
午
後

1
時
加
分

1
3
時
加
分
マ
と
こ
ろ

上
野
が
丘
公
民
館
マ
入
場
料

無
料マ
演
題
「
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
に

向
け
て
」
マ
講
師
松
田
美
夜
子

さ
ん
(
生
活
環
境
評
論
家
、
元
気
な

ご
み
仲
間
の
会
代
表
)
マ
と
き

1
月

m日
出
午
後
1
時

ω分
1
3
時

初
分
マ
と
こ
ろ
上
野
が
丘
公
民

館

マ

入

場

料

無

料

市民スキー・スノーボード大会
(第48岡市民総合体育大会)

bとき 2月20日(日) 受付:午前8時30分"-'9時20
分(競技終了予定午後 2時) 1>ところ 菅平ホワ

イトダボス大松スキー場 1>参加資格 市内在住か在

勤・在学の一般男女(中学生以下のかたは保護者の承

諾が必要です) じ〉参加料高校生以上 2，000円、中

学生以下 1，000円 b申し込み 2月10日(木)までに、
参加料を添えて体育課またはスター商会、プレスト、

シェルツのいずれかに申し込む。郵送の場合は、 2月

10日(木)必着で、申込書に記入のうえ、参加料を添えて

申し込む。 じ〉競技方法大回転(部門により、スター

ト地点が変わります)部門別タイムレース

[部門]

・スキーの部 男子:①一般40歳以上の部②高校生以

上40歳未満の部③中学生の部④小学生高学年の部⑤小

学生低学年の部、女子:⑥高校生以上の部⑦中学生の

部⑧小学生高学年の部⑨小学生低学年の部

.スノーボードの部 男子:⑬1部(グランプリ上部

スタート)⑪2部(グランプリ中間点スタート〉、女

子:⑫1部(グラングリ上部スタート)⑬2部(グラ

ンプリ中間点スタート) ※年齢は平成12年 2月20日

現在の満年齢

1>表彰各部門上位 3位までにトロフィ一、 6位ま

でに賞状を贈りますo (参加者全員に参加賞をお渡し

します。)

体育課固⑧51 0 5 

平成12年度学校体育施設開放
利用固体の登録を受け付けます

上田市では、社会体育の普及振興を図るため、学校

の体育施設を一般に開放しています。学校体育施設の

利用を希望される場合には、 1年ごとに利用団体の登

録が必要になりますO

1>対象 市内在住か市内へ通勤・通学するかたで組

織し、成人の指導者のいる団体 じ>登録の方法所定

の登録用紙に必要事項を記入し、体育課までお持ちく

ださい(郵送可)。用紙は体育課にあります。 じ〉受

付締切日 2月18日佳)必着(※郵送の場合も同様)

じ〉その他 3月に登録団体による日程調整会議を行い

ますので、代表者は必ず出席してください。

第2岡上田市民一輪車競技大会

12. 1. 16 [ 1 0 ] 

bとき 3月5日(日) 受付:午後 1時'"'-'1時30分、

開会式:午後l時35分 bところ 市民体育館競技場
じ>対象小学校 l年生から一般男女 1>種目 ①50 

mスプリント②100mスプリント③スラローム30m競

争(し 1ずれも男女共通とし、小・中学生各学年、一般

の部ごとにタイムを競う) じ>参加料 l人 300円

(種目重複可) 1>申し込み 2月23日(水)までに、所

定の申込書に記入のうえ、参加料を添えて体育課へ

じ〉その他参加者は一輪車をご持参ください。表彰は、

各種目の部門別に上位3位まで、0

利用できる施設 利用できる日時

市内小学校・中学校 年間(日曜・祝日及び

体
※神川小については体育館 年末年始は除く)

改築のため、 12年度の団体 4月1日'"'-'7月31日は
Z同云

登録はできませんのでご承 午後6時30分'"'-'9時

館 知ください。 8月1日'"'-'3月31日は

午後6時'"'-'9時

一中・ =中・四中・五中 5月1日'"'-'10月31日ま

塩田中・六中・西小 で

ク
北小・塩尻小・ )11辺小 午後6時30分'"'-'9時

豊殿小・南小・塩田西小
フ ※神川小については体育館

ン 改築に伴いグランド及び夜

ド
間照明が利用できないため、

12年度の団体登録はできま

せんのでご承知ください。
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スキー技術の習得と集団生活の体験を

上田市小学生初級者スキー教室

峰の原高原スキー場

峰の原高原スキー場で 1月4日から 6日までの 3日間、小学校6

年生を対象にした上田市小学生初級者スキー教室を開催しました。

60人の参加者は須坂青年の家に宿泊し、経験程度別の班ごとに分

かれて、上田スキークラブのかたの指導で基本から学びました。

この教室は、スキー用具に関する知識、斜面に応じた滑り方、ス

キー場でのマナーなど、スキーの基本技術を学ぶとともに、集団生

活を体験することで、規則正しい生活と他人の立場を尊重し友情を

深めることなどを目的に、毎年冬休みの期間に実施していますO
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議
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指導員の後に続いて滑走 須坂青年の家でのレクリ工ーション
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市内に伝わる

臨
む

前回の民俗芸能祭から

上
田
地
域
に
は
、
現
在
、
別
表
に
掲
載
し
た

民
俗
芸
能
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
田
に
残

る
民
俗
芸
能
は
、
大
き
く
分
け
る
と
、
神
楽
系

ふ

り

ゅ

う

み

か

し

ら

の
獅
子
神
楽
と
風
流
系
の
三
頭
獅
子
が
あ
り
ま

す
。
神
楽
系
の
獅
子
神
楽
は
、
も
っ
と
も
多
く

伝
わ
っ
て
お
り
、

2
人
1
組
で

1
匹
の
獅
子
を

表
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
風
流
系
の
三
頭
獅
子

は
、
ー
人
で

l
頭
の
獅
子
と
な
り
、

3
頭
l
組

で
舞
い
、
雌
獅
子
を
め
ぐ
っ
て

2
頭
の
雄
獅
子

が
争
う
物
語
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
三
頭
獅

子
は
、
東
北
か
ら
関
東
地
方
に
多
く
伝
わ
り
、

当
上
田
地
域
が
分
布
の
西
の
境
と
な
っ
て
、
市

内
で
は
、
常
田
、
房
山
を
は
じ
め
、
上
室
賀
、

下
室
賀
、
保
野
、
下
之
郷
、
前
山
に
現
在
も
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
神
楽
系
の
里
神
楽
は
太
郎
山
神

社
に
伝
わ
り
、
念
仏
系
統
の
も
の
も
い
く
つ
か

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
民
俗
芸
能
は
、
以
前
に
は
各
自
治

会
(
旧
村
)
単
位
に
一
つ
ず
つ
程
度
は
伝
承
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
農
村
の
衰
退
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
変
化
で
途
絶
え
た
と
こ
ろ
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
社
会
の
変
化
の
中
で
、

絶
え
て
い
た
伝
統
を
復
興
し
た
り
、
伝
統
を
守

り
続
け
る
保
存
会
の
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
は
並
た

い
て
い
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
近
く
の
お
祭
り
に
お
出

か
け
に
な
り
、
地
域
の
特
色
と
歴
史
あ
る
民
俗

芸
能
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

主
催

12. 1. 16 [ 12 ] 

第
4
回

入
場
無
料

上
守
本
氏
俗
芸
能
祭

2
月
初
日
冊
午
後
1
時
開
演

上
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

上
田
市
・
上
田
市
教
育
委
員
会

今
回
の
芸
能
祭
で
は
、
特
に
獅
子
神
楽
を
集
め
、
同
じ
上
田
の
中
で
も
地
域
に
よ
っ
て
少
し
ず

つ
形
式
や
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
点
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

絶
え
て
い
た
伝
統
を
復
興
し
た
り
、
伝
統
を
守
り
続
け
る
保
存
会
の
皆
さ
ん
の
こ
ん
身
の
舞
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
現
在
出
演
が
決
ま
っ
て
い
る

4
つ
の
神
楽
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

出
演
上
沢
の
獅
子
じ
ゃ
ら
し

1
月
日
日
に
、
「
悪
魔
払
い
」
と
い
っ
て
村

中
の
一
軒
一
軒
を
回
っ
た
り
、

5
月
2
日
の
八

十
八
夜
の
蚕
影
様
の
祭
や
、
上
沢
神
社
の
祭
礼
、

国
分
神
社
の
祭
礼
の
折
な
ど
に
舞
っ
て
き
ま
し

た
。
伝
承
で
は
約
3
0
0
年
前
か
ら
舞
わ
れ
て

い
た
と
い
い
ま
す
。
一
時
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、

保
存
会
や
自
治
会
の
尽
力
で
復
興
し
、
現
在
で

は
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
小
泉
獅
子
神
楽

伝
承
で
は
、
江
戸
時
代
の
末
、
三
河
国
(
現

在
の
愛
知
県
)
岡
崎
の
三
河
万
才
と
遊
芸
で
諸

国
を
回
っ
て
い
た
一
行
が
、
祈
祷
の
神
楽
舞
と

は

や

し

お
噺
子
の
譜
面
を
伝
授
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と

み

こ

し

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
祭
の
神
輿
は
、
明
治
2
年

(
1
8
6
9
)
に
、
日
向
小
泉
の
増
田
永
作
照

義
と
松
本
の
後
藤
信
濃
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
こ

と
が
、
棟
札
や
神
輿
へ
の
書
き
付
け
に
よ
っ
て

ぎ

お

ん

分
か
り
ま
す
。

7
月
幻
日
の
祇
園
祭
に
舞
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

岳
の
組
獅
子
神
楽

4
月
の
出
浦
室
賀
神
社
の
祭
礼
に
舞
い
ま
す
。

伝
承
で
は
、
松
代
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
と
い
い

ま
す
。
獅
子
舞
は
、
「
下
が
り
は
」
「
お
っ
ぺ
」

「
狂
い
」
の

3
種
が

l
組
と
な
っ
て
お
り
、
つ

き
も
の
と
し
て
舞
台
清
め
の
「
い
っ
ぱ
そ
う
」

が
あ
り
ま
す
。
昭
和
初
期
ま
で
は
青
年
会
で
受

け
継
い
で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
い
っ
た
ん
途

絶
え
た
も
の
を
昭
和
必
年
代
に
保
存
会
を
結
成

し
て
、
復
興
し
ま
し
た
。

石
神
獅
子
神
楽

八
十
八
夜
の
蚕
影
様
の
祭
や

4
月
鈎
日
の
六

柱
神
社
の
春
祭
で
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
始
ま

り
は
い
つ
ご
ろ
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

古
老
の
聞
き
伝
え
に
よ
る
と
、
昔
大
き
な
騒
動

が
あ
っ
た
と
き
、
酒
樽
の
上
に
置
い
で
あ
っ
た

獅
子
頭
を
も
ら
っ
て
き
て
舞
い
は
じ
め
た
の
が

始
ま
り
と
い
い
ま
す
。
現
在
の
型
に
な
っ
た
の

は
、
筑
波
山
へ
教
わ
り
に
行
っ
て
来
て
か
ら
で

す
。
こ
こ
も
一
時
絶
え
て
い
た
も
の
を
保
存
会

や
地
域
の
尽
力
で
復
興
し
て
い
ま
す
。



上岡市内に伝わる民俗芸能等 (50音順)
名 称 開 催 日 開催場所

1上沢の獅子じゃらし 5月2日 上沢蚕影(こかげ)神社

2石神獅子神楽 4月の最終日曜日または祭日 石神公民館・六柱神社

3上田原獅子神楽 9月下旬 石久摩神社社務所(上田原公民館)

4岡獅子神楽
2月28日に直近の日曜日

秋和神社等
3月24日・ 4月17日・ 10月4日

5大白木屋台嚇子 4月14日に直近の土曜日 大日妻(おおひるめ)神社

6上青木獅子神楽
1月15日・ 4月第 1日曜日

上青木公民館・上青木神社等
10月最終土曜日または11月最初の土曜日

7上半過獅子神楽 1月 1日 鴻の岳(こうのたけ)神社

8上室賀獅子神楽 7月15日 氷沢神社

9上室賀=頭獅子 9月第4日曜日 上室賀水上神社

10 小井田獅子神楽 4月14日に直近の土曜日 大白雲神社

11 笹井獅子神楽 9月14・15日 荒神様社・笹井神社

12 塩田新町獅子神楽 9月末"'-'10月初旬の土・日曜日 氷上王子神社

13 下郷獅子神楽 4月第2土・日曜日 下郷公民館・深区(ふかまち)神社

14 下塩尻中島獅子神楽 4月中旬・ 11月初旬 下塩尻公民館

15 下之郷=頭獅子 7月第4日曜日 下之郷公民館・生島足島神社

16 下之条獅子神楽
4月中旬の士・日曜日 天白社
9月下旬の土・日曜日 若宮八満宮

17 下室賀=頭獅子 不定期

18 染屋獅子神楽 4月13日に直近の土・日曜日 豊染英(とよそめはなぶさ)神社

19 大日堂開帳二十五菩薩来迎会 4月20日に直近の日曜日 小泉大日堂

20 岳の組獅子神楽 4月17・18日、 9月27・28日
下室賀生活改善センタ-・
出浦室賀神社

21 岳の峨 7月15日に直近の日曜日 夫神岳~別所神社

22 太郎山神社太々神楽 5月5日 太郎山神社

23 築地獅子神楽 9月第4士・日曜日 弓立神社

24 常国獅子 不定期

25 中吉田・町吉田獅子神楽 4月第2または第3土曜日 吉田神社

26 奈良尾獅子神楽 2月第3日曜日・ 10月2日 奈良尾公民館(富士獄神社社務所)

27 仁古田獅子神楽 10月4日または同日に直近の土・日曜日 愛宕神社・諏訪神社

28 西前山お磯子 7月最終日曜日 塩野神社

29 林之郷獅子神楽 4月中旬・ 9月中旬 御穂須々美神社

30 東前山=頭獅子 5月3日 =島社境内(前山寺下)

31 法樹院の百万遍念仏会 3月15日 法樹院

32 房山獅子 不定期

33 保野の祇園祭 7月第3土・日曜日 保野塩野神社

34 町小泉獅子神楽 7月20日前後の祇園祭 町小泉公民館

35 町小泉の彼岸念仏・和合百万遍供養 春・秋の彼岸中日 町小泉公民館・和合薬師堂

36 矢沢獅子神楽 4月第 1日曜日 まぼろぱ公民館

37 柳沢の百万遍念仏会 春の彼岸中日 青龍寺

38 吉田獅子神楽
4月20日に直近の土・日曜日 上吉田神社
10月初旬の土・日曜日 七社宮

1 )この一覧表は長野県教育委員会刊行「長野県の民俗芸能-長野県民俗芸能緊急調査報告書-Jをもとに、平成11年 8月31日現
在行われているものを掲載していますO

2 )開催日が変更されたり、 一般に公開されていないものもありますD

3 )このほかにも同様の民俗芸能をご存じのかたは、文化課 (固⑫ 51 0 2)までご連絡くださL、。
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上
岡
市
総
合
美
術
館
建
設

研
究
委
員
会
が
発
足

上
田
市
の
風
土
に
合
っ
た
個
性
的

で
、
魅
力
的
な
美
術
館
の
建
設
に
向

け
、
平
成
6
年
度
か
ら
凶
年
度
に
か

け
て
、
市
内
外
の
美
術
関
係
者
か
ら

な
る
「
美
術
館
構
想
懇
話
会
」
を
開

催
し
、
意
見
交
換
を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
懇
話
会
の
中
で
、
多
く
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
、
総
合
的
な
観
点
か
ら

美
術
館
を
研
究
す
る
た
め
、
「
上
田

市
総
合
美
術
館
建
設
研
究
委
員
会
」

(
委
員
長
・
佐
藤
悦
夫
さ
ん
)
を
発

足
し
ま
し
た
。

委
員
に
美
術
の
各
分
野
を
代
表
す

る
9
人
を
お
願
い
し
、
美
術
館
が
行

う
事
業
、
収
集
・
展
示
方
針
、
建
設

場
所
や
規
模
等
に
つ
い
て
、
総
合
的

に
研
究
を
し
て
い
た
だ
き
、
平
成
日

年
度
に
は
研
究
報
告
書
と
し
て
ま
と

め
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

建
設
研
究
委
員
会
で
は
、
将
来
に

わ
た
っ
て
地
域
の
芸
術
、
文
化
の
拠

点
と
な
る
美
術
館
を
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
声
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

上
田
地
域
の
美
術
作
家
に
関
す
る

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

上
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
上
田

に
か
か
わ
り
の
あ
っ
た
美
術
作
家
の

調
査
、
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

上
田
地
域
を
舞
台
に
活
躍
し
た
美

術
作
家
に
、
山
本
鼎
、
倉
田
白
羊
、

林
倭
衛
、
中
村
直
人
、
丸
山
晩
震
、

石
井
鶴
三
な
ど
が
お
り
、
い
ず
れ
も

日
本
画
壇
で
高
い
評
価
を
得
、
日
本

美
術
史
に
貴
重
な
足
跡
を
残
し
て
い

ま
す
。

『上田市誌』
編さんだより⑩

大屋医院と山本鼎

市誌編さん室

(固③97 4 1 ) 

明
治
初
年
日
月

8
日
、
大
屋
の
月

夜
平
に
大
屋
医
院
(
山
本
医
院
)
お

よ
び
付
属
征
清
記
念
施
療
院
が
開
院

し
ま
し
た
。
上
田
町
の
横
関
衛
胤
医

師
の
尽
力
に
よ
る
も
の
(
『
年
表
で

見
る
大
屋
の
歴
史
』
)
で
、
当
時
医

院
の
な
か
っ
た
大
屋
住
民
た
ち
は
大

歓
迎
、
盛
大
な
開
院
式
が
挙
行
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
大
屋
医
院
に
山
本
鼎
の
父
、

一
郎
が
院
長
と
し
て
就
任
し
た
の
は

明
治
犯
年
1
月
で
し
た
。

上
田
市
に
は
こ
れ
ら
物
故
作
家
の

絵
画
・
彫
刻
等
の
美
術
作
品
、
手
紙
、

直
筆
原
稿
等
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
作
家
の
全
ぼ
う

を
知
る
う
え
で
貴
重
な
も
の
で
す
。

調
査
、
研
究
の
た
め
に
必
要
で
す
の

で
、
所
蔵
さ
れ
て
い
る
か
た
は
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

文
化
課
圃
⑧
5
1
0
2

一
郎
は
西
洋
医
学
の
師
で
あ
っ
た

森
静
男
の
指
示
で
、
信
州
地
方
の
風

土
病
研
究
と
い
う
名
目
で
大
屋
医
院

へ
や
っ
て
来
ま
す
。
が
、
な
ぜ
東
京

に
い
た
森
静
男
が
地
方
の
大
屋
医
院

を
知
っ
て
い
た
の
か
は
、
不
明
で
す
。

鼎
の
祖
父
は
、
徳
川
家
の
旗
本
入

江
山
城
守
喜
右
衛
門
。
父
の
一
郎
は

母
方
の
里
岡
崎
の
山
本
良
斎
の
も
と

で
少
年
期
を
過
ご
し
、
長
じ
て
良
斎

の
娘
タ
ケ
と
結
婚
し
、
山
本
姓
を
名

の
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

山
本
良
斎
は
漢
方
医
で
、
岡
崎
藩

の
御
典
医
を
し
て
い
た
の
で
、
一
郎

が
医
者
の
あ
と
を
継
ぐ
に
は
、
西
洋

医
学
の
修
得
と
医
師
検
定
試
験
に
合

格
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
一
郎
が
明
治
日
年
に
上

京
し
て
西
洋
医
学
を
師
事
し
た
の
が

森
静
男
。
鴎
外
の
父
だ
っ
た
の
で
す
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
年
、
鴎
外
は
上
田
に

陸
軍
の
軍
医
と
し
て
徴
兵
検
査
に
来

て
お
り
、
こ
の
上
田
地
域
の
医
療
状

況
を
聞
か
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
一
郎
は
大
屋
に
き
て
翌
年
に
は
校

医
嘱
託
と
な
り
、
次
第
に
こ
の
土
地

に
溶
け
込
み
、
大
屋
医
院
に
は
鼎
と

か
か
わ
り
を
持
つ
芸
術
家
た
ち
が
訪

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

明
治
的
悩
年
日
月
、
大
屋
で
大
々
的

に
画
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
画
会
に

参
加
し
た
の
は
、
山
本
鼎
、
北
原
白

秋
、
倉
田
白
羊
、
石
井
柏
亭
、
小
杉

大屋医院(山本医院)

未
醒
、
長
谷
川
天
来
、
松
永
千
秋
な

ど
、
パ
ン
の
会
と
そ
の
周
辺
の
仲
間

た
ち
で
し
た
。
芸
術
の
町
パ
リ
に
見

立
て
た
千
曲
川
べ
り
の
大
屋
で
若
い

芸
術
家
た
ち
が
、
芸
術
論
を
戦
わ
せ
、

意
気
を
あ
げ
た
の
で
し
た
。

画
会
会
場
は
大
屋
医
院
か
ら
少
し

離
れ
た
段
丘
上
の
神
川
館
の

2
階。

現
在
の
新
美
医
院
で
す
。
神
川
館
は

明
治
お
年
に
開
業
し
て
お
り
、
鼎
た

ち
は
こ
こ
で
方
寸
社
の
資
金
調
達
の

た
め
の
絵
画
の
頒
布
会
を
開
い
た
の

で
し
た
。

こ
の
大
屋
で
の
体
験
は
、
仲
間
た

ち
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ッ
セ
イ
と
し
て

『
方
寸
』
(
明
治
必
年
1
月
号
)
に
発

表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
当
時
の
様
子

を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

12.1.16 [14] 

『
方
寸
』
(
明
治
犯
年
1
月
号
)

そ
の
後
、
旭
日
旗
の
鬼
瓦
が
戦
勝

記
念
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
を
思
わ
せ

る
建
築
当
初
か
ら
の
大
屋
医
院
の
玄

関
と
建
物
は
、
残
念
な
が
ら
平
成
日

年
に
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。



〉

市
の
職
員
が
市
民
の
生
涯
学
習
の
お
手
伝
い

「
出
前
と
き
め
き
の
ま
ち
講
座
」

が
1
年
た
ち
ま
し
た
!

平
成
日
年

1
月
か
ら
開
始
し
た

「
出
前
と
き
め
き
の
ま
ち
講
座
」
が

1
年
た
ち
ま
し
た
。
平
成
日
年
ロ
月

日
日
現
在
で
、
講
座
実
施
件
数
mm
件、

参
加
者
総
数

1
4
1
7
人
と
、
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
も
さ
ら
に
利
用
し

や
す
い
「
出
前
と
き
め
き
の
ま
ち
講

座
」
と
な
る
よ
う
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
等

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
本

-こんな講座が数多く利用されました!

No プ ロ クフ ム 担当課所
回2数01

1介護保険制度について 介護保険課

2特製プログラム 17 I 

3福祉サービスを上手に利用する方法 健康推進課 3 

4異文化の理解-AETと交流 学校教育課 3 

5池波正太郎と上田 商工課 3 

6高脂血症のはなし 健康推進課 2 

7男と女・よりよいパー卜ナ一関係をもとめて 企画課 2 

8その他 18 

合計 68 

年
も
、
皆
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
は
じ

め
と
す
る
、
「
出
前
と
き
め
き
の
ま

ち
講
座
」
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意

見
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
、
利
用
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
生
涯
学
習
課
(
固
③
5
1
0
4
)

ま
で
ど
う
ぞ
。

-
ロ
月
定
例
会

ロ
月

2
日
(
木
)
開
催
し
た
ロ
月

定
例
会
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

審
議
事
項

一
学
区
外
通
学
に
関
す
る
内
規
の

変
更
に
つ
い
て

通
学
区
域
の
弾
力
的
運
用
の
見

地
に
立
ち
、
許
可
基
準
を
実
情
に

即
し
た
も
の
に
変
更
す
る
案
に
つ

い
て
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
0

・
ロ
月
初
日
(
月
)
臨
時
会

ロ
月
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

宮
島
江
以
子
教
育
委
員
の
選
任
案

が
同
意
さ
れ
、
ロ
月
初
日
、
市
長

か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

(任
期

は
平
成
お
年
ロ
月
初
日
ま
で
)

こ
れ
に
伴
い
、
臨
時
教
育
委
員

会
を
開
催
し
、
教
育
委
員
長
に
安

江
昭
祐
教
育
委
員
を
選
任
し
ま
し

通
学
区
域
の
弾
力
的
運
用

実
情
に
即
し
た
許
可
基
準
に

児
童
生
徒
の
就
学
に
つ
い
て
、
特

例
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
由
で
、

保
護
者
が
学
区
外
の
小
中
学
校
へ
の

通
学
を
希
望
し
、
「
就
学
指
定
校
変

更
願
」
に
よ
る
申
請
が
あ
っ
た
と
き
、

事
由
を
検
討
の
う
え
適
正
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
他
の
学
区
の
学
校
へ

の
通
学
を
許
可
し
ま
す
。

1

住
居
を
学
区
外
へ
異
動
し
た
場

ム
口
で
川
小
学
校

6
年
生
で
学
年
の
後
半

に
な
っ
て
い
る
と
き
。

ω中
学
校

3
年
生
で
進
路
決
定
に

影
響
が
大
き
い
と
き
。

2

転
居
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
学
区
外
の
転
居
先
の

学
区
の
学
校
へ
通
学
さ
せ
た
い
場

ム口
3

心
身
の
事
情
等
に
よ
り
、
学
区

の
学
校
へ
の
通
学
が
困
難
な
場
合

4

保
護
者
が
共
働
き
又
は
母
子
、

父
子
家
庭
等
で
あ
り
、
児
童
の
下

校
後
に
家
庭
に
保
護
で
き
る
も
の

が
い
な
い
た
め
、
学
区
外
の
祖
父

母
等
宅
の
学
区
の
学
校
に
通
学
さ

せ
た
い
場
合

5

保
護
者
が
共
働
き
又
は
母
子
、

父
子
家
庭
等
で
あ
り
、
児
童
の
下

校
後
に
家
庭
に
保
護
で
き
る
も
の

が
い
な
い
た
め
、
学
区
外
の
児
童

館
等
の
施
設
が
あ
る
学
区
の
学
校

に
通
学
さ
せ
た
い
場
合

た
。

(
任
期
は
平
成
ロ
年
ロ
月
初

日
ま
で
)

-教育委員会の構成

委員長 安江昭祐

委員長職務代理者 宮島江以子

教育委員 大津智昭

教育委員 飯島浩一

教育長 我妻 忠夫

6

通
学
区
域
等
の
地
理
的
条
件
に

特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合

7

そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、

学
区

の
学
校
へ
の
通
学
が
困
難
な
場
合

こ
の
弾
力
的
運
用
に
つ
い
て
、
今

回
設
け
た
基
準
で
は
、
各
項
目
ご
と

の
趣
旨
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

4
、

5
、

6
の
項
目
を
新
た
に
盛
り
込
み

ま
し
た
。
な
お
、
地
理
的
条
件
の

6

の
項
目
に
つ
い
て
は
、
当
面
浦
里
小

学
校
の
通
学
区
域
で
川
西
小
学
校
に

隣
接
す
る
限
ら
れ
た
周
辺
地
域
に
つ

い
て
適
用
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
教
育
課

(
圃
⑫
5
1
0
1
)
ま
で
ど
う
ぞ
。
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今月の投稿数
115首、俳句・ 132句
79旬、計・ 326作品

短歌・

川柳・

投稿先/干386-0025上田市天神 2-4 -74 
上田市教育委員会「教育うえだ」係

投稿方法/はがきに短歌・俳句・川柳の別

を明記し、氏名・自治会名をご記入のうえ

毎月18日までに投かんしてください。

文
芸
欄
・
川
柳
の
選
者
に

益
子
雀
先
生
を

益子雀さん
江戸千家茶道教授
川柳六文銭上田吟社社人
川|柳ともがき選者

今
月
の
文
芸
欄
か
ら
、
川
柳
の
選
者

と
し
て
、
山
崎
鮮
紅
先
生
に
か
わ
り
、

益
子
雀
先
生
に
務
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

山
崎
鮮
紅
先
生
に
は
、
長
い
間
文
芸

欄
の
選
者
と
し
て
川
柳
の
普
及
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

宮
崎

盛
登
選

石

神

福

津

里

枝

夢
な
か
ば
無
念
の
叫
1

び
ひ
し
ひ
し
と
胸

t
t
カ

-t

熱
く
な
る
無
言
の
館
築

地

倉

津

昭

夫

独
鈷
山
指
サ
に
眺
め
て
農
の
日
々
葡
萄

紅
葉
を
風
吹
き
す
ぐ
る

西

脇

田

中

豊

む

せ

ま

迭
さ
世
の
咽
び
に
あ
ら
め
送
く
秋
の
真

の野
の
み
さ
さ
ざ
松
風
の
吹
く
佐
渡
に
て

神

科

新

屋

古

川

隆

子

羊
や
さ
も
気
負
い
も
薄
れ
ゆ
く
日
々
に

山
茶
花
の
花
台
く
咲
き
初
む

丸

堀

長

谷

川

貢

天
蒼
く
乗
鞍
項
上
羊
紅
葉
足
元
に
一
つ

蝶
の
井
ぃ
、
五
つ

新

屋

回

古

島

留

吉

ひ
る

し

ぐ
れ

音
も
な
く
枯
葉
を
濡
ら
す
ふ
一
時
雨
、
初
冬

の
野
道
人
の
影
な
し
御

所

宮

本

常

雄

や

も

め

く

う

や

線
と
な
り
厨
に
、
立
て
ば
ま
ま
な
ら
ず
帰

ら
ぬ
亡
さ
妻
し
み
じ
み
忠
ふ

蛇

沢

佐

藤

初

枝

菜
を
涜
け
る
仕
草
が
母
に
似
て
永
し
と

炉
白

eu
--w

夫
は
重
石
を
の
せ
て
呉
れ
た
り

国

分

山

越

恵

智

子

ひ
と
夏
を
樽
に
寝
か
し
し
仕
え
み
味
噌

あ

さ

け

霜
の
朝
偽
に
ま
ろ
や
か
に
匂
ふ

下

郷

土

原

宗

雄

ふ
り
わ
け
に
し
ば
り
つ
る
せ
し
玉
患
の

再
生
の
芳
が
揮
さ
初
め
り

石

神

関

清

人

山
の
湯
の
松
茸
祭
り
の
客
ふ
、
え
て
宿
の

灯
り
の
娠
は
し
く
見
ゆ

下

室

賀

福

島

栄

子
か
む
り
き
や
ま

老
人
ホ

l
ム
よ
り
西
を
笠
め
ば
冠
着
山

は
遠
く
に
霞
む
近
く
秋
の
暮

上

常

国

岩

佐

か

め

よ

隼
ぇ
、
立
つ
銀
杏
の
も
み
ぢ
風
に
舞
い
子

等
は
と
び
は
ね
手
中
に
受
け
る

(
評
)
新
仮
名
・
旧
仮
名
は
原
作
を
尊
重
。

選
者
詠

高
波
の
寄
せ
く
る
越
の
海
暗
く
比
吹
雪

行
圃
・
上
田
市

(
=
1
3
8
6
1
8
6
0
1
長
野
県
上
田
市
大
手
1
l
什
|
叩
)

発
圃
・
上
田
市
教
育
委
員
会
(
一
T
3
8
6
1
0
0
2
5
上
田
市
天
神
2
1
4
|
刊
)

集
-
・
秘
書
課
(
固
@
4
1
0
0
同
③
5
1
1
1
)

編
・
・
庶
務
課
(
固
@
5
1
0
0
同
③
6
7
6
1
)

は
つ
の
る
突
堤
の
上

#~ 
伺

矢
島

渚
男
選

口
口
閉

保

野

清

水

ゆ

き

子

大
根
を
埋
め
た
目
印
大
根
葉

北

大

手

中

曽

根

和

夫

ふ
り
か
か
る
落
葉
の
中
で
絵
の
具
況
ぜ

千

曲

町

神

原

晴

一

裸
木
に
な
り
て
免
め
く
沙
羅
の
幹

住
吉
が
丘
布
施

寒
雀
二
羽

、つ
つ
順
に
乾
飯
令
ぶ

口
直
凶
川

御

所

雪
催
野
麦
峠
の
進
難
室

小

牧

片

岡

て

つ

湯
豆
腐
や
テ
キ
サ
ス
に
往
む
子
等
忠
ふ

小

泉

木

村

シ

モ

ぬ
く
ぬ
く
と
寝
る
有
難
さ
年
詰
る

常

磐

町

白

鳥

つ

な

鬼
灯
の
二
つ
寄
り
添
ふ
絵
手
紙
来
る

西

脇

中

沢

喜

代

子

つ
ま
づ
い
て
布
団
の
角
を
也
り
け
り

上

常

田

大

森

松

枝

薮
村
子
け
な
げ
に
赤
き
実
を
保
つ

大

屋

斎

藤

俊

樹

山
一
つ
借
り
て
宿
り
の
鳥
渡
る

常

入

馬

場

勇

子

年
の
瀬
や
聞
き
役
だ
け
の
長
電
話

下

紺

屋

町

小

島

木
の
禁
髪
九
十
六
の
母
在
す

竹
内
み
さ
お

西

脇

春

日

美

枝

子

並
び
た
る
顔
穏
や
か
に
報
息
講

東

前

山

守

史

京
の
宿
紅
葉
が
く
れ
の
品
仏
堂

伊

勢

山

塚

原

ヨ

シ

郎

伝
授
す
る
嫁
も
来
な

4
て
涜
菜
取
り

選
者
吟

一
九
九
九
年
桂
月
に
ふ
わ
り
居
り

12.1.16 [ 16 ] 

川
柳

益
子

雀
選

典
子

口
口
問
U

長

島

土

屋

朝

栄

南
十
字
星
亡
友
の
戦
記
に
恋
も
あ
り

丸

堀

荻

野

ま

つ

江

日
め
く
り
の
吐
息
が
も
れ
る
十
二
月

材

木

町

大

谷

文

子

生
き
て
い
る
証
と
歯
痛
吋
え
て
い
る

口
E
凶
川

下

紺

屋

町

小

島

寛

く
し
ゃ
み
し
て
前
の
続
き
を
笑
っ
て
る

上

常

国

関

礼

子

演
物
に
母
の
手
え
を
思
い
出
し

新

田

小

林

郁

二
朗

不
景
気
で
サ
ケ
も
小
振
り
の
歳
の
暮
れ

中

野

竹

内

健

美

音
立
て
て
胃
の
騎
を
目
指
す
新
春
の
易

詠

寛

愛

宕

町

山

崎

今
年
え
倖
せ
だ
っ
た
と
年
賀
書
く

選
者
吟

冬
パ
ラ
を
飾
っ
て
愛
の
部
屋
に
す
る

九
月

刷
-
・
田
辺
印
刷
側

印
圃
(
上
田
市
問
屋
町
2
3
7
1
5
国
@
1
4
9
2
)


